
 
 
 
 

問題解決の出発点である「問題発見」の学習指導のコツを示してみます。ここに示した

コツの例を参考にして、問題発見の学習指導を工夫しては、いかがでしょうか。 
 
コツの例１：「問題解決」は、様々な問題解決の手順がありますが、資料１に示すように

どの手順でも共通しているのが、「問題発見」が問題解決の出発点であると

いう認識です。 
     
コツの例２：「問題発見」には、次の学習機能があることを意識し、問題解決する学習の

出発点として学習指導します。できたら、資料２の例にあるようなワーク

シートを準備するとよいでしょう。 

○生活や社会の問題解決には、様々な技術が活躍していることを意識する出 

発点 
○生活や社会の解決する課題によって、課題に合う適切な技術が選ばれている

ことを意識する出発点 
○生活や社会を支える「技術」を技術分野で学ぶ意義を意識する出発点 

 
コツの例３：「問題解決」を学習指導で、次の例のような心構えに努めるようします。 

○絶えず生活にある「技術探し」をして、技術への「問題発見」に努めよう！ 
○新聞・ＴＶ・雑誌・インターネットから「技術探し」に努めよう！ 

   ○「探した技術」について、授業への興味づけのためにストックしておこう！ 
 
 
資料１：各教科書に示されている問題解決の手順 
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＜203＞  問題解決で「問題発見」する学習指導のコツとは？  
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資料２：「問題発見」のワークシート例 

 
１ 自分の身の回りにある「技術」を見つけてみよう。 
(１)  見つけた技術が、どんな問題を解決しているかを考えてみよう。 

見つけた技術 どこで使われていたか 技術がどんな問題を解決しているか予想してみよう 
□   
□   
□   
□   
□   

 
(２)  見つけた技術から、これから勉強する「（Ａ～Ｄ）の技術」を選んで、上の「見つけた技術」の□に

「✓」を付けよう。 
 

（３）見つけた技術から、技術の授業で自分が出来そうな技術に、上の「見つけた技術」の□に「✓」を

付けよう。 
 

「Ａ～Ｄの技術」に限定しても、 
限定せずに自由にしてもよい 

「Ａ～Ｄの技術」に限定しない場合の例 

「Ａ～Ｄの技術」に限定した場合の例 


